
令和８年６月　中土佐町役場総務課

令和8年度 令和9年度以降

町税
近年の決算額をベースに固定資産の評価替えなどの影響を加味して
計上

近年の決算額をベースに固定資産の評価替えなどの影響を加味して
計上

地方譲与税 予算額をベースに計上 R8予算額をベースに計上

利子割交付金 　〃 　〃

配当割交付金 　〃 　〃

株式等譲渡所得割交付金 　〃 　〃

法人事業税交付金 　〃 　〃

地方消費税交付金 　〃 　〃

環境性能割交付金 　〃 　〃

地方特例交付金 　〃 　〃

地方交付税

普通交付税 試算額を計上
R7年度決定額及びR8年度試算額をベースに、基準財政需要額の算定
における公債費の増減を勘案のうえ試算

特別交付税 過去の決定額を参考に財政需要に応じた見込額を計上 過去の決定額を参考に財政需要に応じた見込額を計上

交通安全対策特別交付金 予算額をベースに計上 R8予算額をベースに計上

分担金及び負担金 近年の決算額及び予算額をベースに計上 近年の決算額及びR8予算額をベースに計上

使用料及び手数料 　〃 〃

国庫支出金 歳出計上事業の財源より積み上げ 歳出計上事業の財源より積み上げ

県支出金 〃 〃

財産収入 近年の決算額及び予算額をベースに計上 近年の決算額及びR8予算額をベースに計上

寄付金 　〃 　〃

繰入金

地方債償還額に対して減債基金・防災対策加速化基金の繰入れを計
上。ふるさと応援基金（ふるさと納税）は前年度寄付額（積立）と
同額を翌年度基金繰入れ。その他、個別の事業に対して特目基金の
繰入れを計上。

地方債償還額に対して減債基金・防災対策加速化基金の繰入れを計
上。ふるさと応援基金（ふるさと納税）は前年度寄付額（積立）と
同額を翌年度基金繰入れ。その他、個別の事業に対して特目基金の
繰入れを計上。

繰越金 令和7年度からの繰越金確定額を計上 前年度からの繰越金見込額を計上

諸収入 近年の決算額及び予算額をベースに計上 近年の決算額及びR8予算額をベースに計上

地方債（臨財債以外） 歳出計上事業の財源より積み上げ 歳出計上事業の財源より積み上げ

地方債（臨財債） ゼロ計上 ゼロ計上

R8予算額をベースに計上

物件費
近年の決算額及びR8予算額をベースに計上し、特筆すべき事業は別
途試算

維持補修費 近年の決算額及びR8予算額をベースに計上

扶助費 　〃

補助費等 近年の決算額をベースに計上し、特筆すべき事業は別途試算

公債費 各年度の新規発行債を含めた試算額を積み上げ

積立金
近年の決算額及びR8予算額をベースに計上し、基金利子積立金は基
金残高の減少を反映

繰出金 各特別会計ごとの試算額を積み上げ

普通建設事業費 個別事業の試算額を積み上げ

災害復旧事業費 近年の決算額をベースに計上

投資及び出資金・貸付金 　〃

中期財政収支見通しについて

項目

歳

入

歳

出

人件費

近年の決算額をベースに決算見込を計上

【歳入歳出見込額の考え方】

　中期財政収支見通しは、これまでの財政状況の推移を検証しながら、「第３次中土佐町総合振興計画」などの各種計画に沿った町政運営をおこ
なっていく場合の今後の財政状況を試算することにより、将来にわたって町が持続可能であることを検証しています。今後、この見通しを予算編
成の指針として活用するとともに、新たな事業の実施にあたっては実施時期や規模についての検討の基礎とし、将来にわたって健全な財政運営を
おこなっていくための基盤とします。
　本見通しは、今後の経済情勢や災害、国・県の動向などにより大きく変動する可能性があります。推計値は一定の前提条件のもとで算出した参
考値である点にご留意ください。なお、本見通しにおける前提条件は、以下の考え方によります。


